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D の電子スペクトルをその類似体類の比較，溶媒効果，置換基効果から帰属した。 D，フルオレン， Nｭ
メチルカルバゾールの Lb 吸収帯に対する2-位置換基効果から， D の酸素 p電子は基底状態で局在化し
ているが， 2- 位での電子変化に最も敏感に感応することを明らかにした。さらに， D，フルオレンの
La 吸収帯に対する3- 位置換基効果から， D のジフェニル結合部を通じた共鳴寄与もフルオレンと同
程度存在することを示した。第 2 章でD の Friedel- Crafts ベンゾイル化反応をくわしく検討し，そ
の最適条件から， 2- 置換体64.8% ， 3- 置換体0 .4%を単離し， D の3- 位も反応性があることを確認し
た。第 3 章ではD と種々の置換塩化べンゾイル類の Friedeト Crafts 反応を行ない， 2- アシル体を40
~80%の精製収率で単離し，多くの反応で3- アシル体を確認した。さらにDのジアシル化はモノアシ
ル化にくらべ強い反応条件を必要とすることを示した。第 4 章では， 2- 置換ー D類の Friedel-Crafts
ベンゾイル化反応の配向性について調べ， 2- 位置換基が N02 ， Br , Cl 基のような不活性基や容積の
大きい NHCOCH3基の場合8- 位ヘ， CH3基で8- ， 7ーと 3一位ヘ， OCH3 基のように強い活性基の場合，
ト位と3- 位ヘ反応することを明らかにした。 さらに， D のト位への反応に対し9- 位水素の立体障害
が大きく関与していることを示した。第 5 章で3- 置換-D類の Friedel- Crafts ベンゾイル化反応の
配向性について調べ， 3- 位置換基が不活性基( N O2 , Br , Cl )や容積の大きい基( NHCOCH3 ) の場
合， 8- 位ヘ優先し，容積の小さい活性基( CH3 , OCH3 ) の場合， 2- 位ヘ選択的に反応することを明
らかにした。さらに3- 位置換基の電子的性質が8- , 7- 位両置換生成物の収率に大きく影響すること
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次に， 2 位および 3 位における各種置換基の求電子試薬に対する配向効果を明らかにした。また，
l 位への反応に対しては， 9 位の水素が立体障害をおよぼすことを明確にしている。
このように，いままで明らかでなかったジベンゾフランの反応性が明確にされたことは，合成化学
の発展に大いに役立つばかりでなく，石炭工業の開発の上に貢献するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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